
                TTC 提案山行実施記録表  ２０１5 年 6 月 8 日  報告者：ＥＴ 

山行名 西丹沢 檜洞丸(つつじ新道～犬越路周遊コース)  [1,601ｍ 神奈川県]        

実施日 ２０１５年 ５月３０日（土）       日帰り     公共交通利用 

天候／参加人員 天候：晴れ       レベル：★★★    参加人員： ８名 (男４名/女４人) 

ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ CL/計画：、SL：、会計：-、救護：、写真：  スタッフ名削除 

参加メンバー  

                      参加者氏名削除               

費用 

一人当たり 

3,040 円 

(本厚木起点) 

（内訳）     

<小田急>       本厚木⇔新松田 @ \340×2 = 680 円  

<富士急湘南バス> 新松田⇔西丹沢自然教室 ＠1180×2 = 2360 円  

                            <各自払い> 

歩行 

 

 歩行時間 休憩時間など 行動時間 

 
ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ 6：40 ― ― 

計画 6：40 1：10 7：50 

実行 6：30 1：45 8：15 

実行コースタイム記録 

                                0:50           0:50          0:40     

本厚木＝＝＝新松田＝＝＝西丹沢自然教室――――ゴーラ沢出合―――展望園地―――――(休) ―― 

6:36    7:03 /7:20     8:20～35         9:25～9:30       10:20～30       11:10～11:20 

 0:20             0:20        0:35      0:30                  0:25       0:40              0:55 

―――テシロノ頭先分岐―――檜洞丸―――熊笹の峰――――(事故現場安全確認)――――(休)―――犬越路避難小屋―― 

11:40      12:00～12:45   13:20～13:30       14:00～14:10       14:35～14:40     15:20～30     

0:25               

―用木沢出合―――西丹沢自然教室＝＝＝新松田＝＝＝＝＝本厚木                 

16:25         16:50 /17:05 発    18:14/18:25 発   18:53    

コースの概要、特記事項、反省事項等 

西丹沢自然教室行きのバス停では，トップシ－ズンで且つ天候も良い事から大勢の登山客が並んでおり， 

あふれんばかりであった。幸い７：２０が始発であるが７：００頃より順次，増車便が出てバラバラではある

がメンバ-全員，座って乗車する事が出来た。１時間強の乗車時間を座って行けるかどうかは，その後の体力 

を考えるととても貴重で富士急行の対応に感謝・感謝である。「つつじ新道の入り口」標識から登山道となる

が良く整備された緩やかな上りで，気持ち良くゴ－ラ沢出合に出る。ここでひと息入れ，これからの急登に備

える。ここからは、標高差８５０ｍ程をひたすら登る事となる。かなり急登が続くが，今日のメンバ-は，全員

健脚揃いで体調も良いらしく，気持ちの良い新緑に包まれながら淡々と高度を刻み，列も乱さず登って行く。 

まもなく、展望台につき、２度目の休憩。今日は、天候がよく頗る眺望が良い。山頂も含めて樹林に覆われ 

ている「つつじ新道コ－ス」にあって，唯一視界が取れるポイントで、今日は役目を遺憾なく発揮している。 

そこに「POLICE」の帽子を被った一団が来て「犬越路へ下りる人は，いませんか?」と声をかけられる。 

「はぁ-い」と手を挙げると「G/W 中に熊笹の峰に行く鎖場の手前で滑落があり，男性が死亡するという事故が 

発生しました。十分注意して通過する様に!」との話がありました。そのうち，この方が TTC の安全教室で 

昨年，講師としてお世話になった松田警察署の A 警部補である事にメンバ-の一人が気づき，名乗りをあげ， 

ビックリ。ヤマとは，以外に狭いものである。明日の西丹沢，山開きを前にしてコ－スの点検と事故発生現場 

に垂れ幕を取り付けに来たものらしい。まったく頭が下がる思いである。TTC においても転落があったル－ト

でもあり，一同気を引き締め直して登山を再開。いよいよお目当てのシロヤシオの咲いているはずのエリア 

にやって来たが，残念ながら五葉の葉っぱでしか確認できない。今年は、当り年でなかった事もあるが天候の 

故か１週間以上、早かった様だ。 

やがて辺り一面オオバイケイソウの中を行く木道を進むと檜洞丸山頂だ。さすがにシ－ズンで大勢の人がい

て賑やかだ。ゆっくりと昼食をとり、犬越路へ向って下山する。すぐに上りには，あまり見られなかったミツ

バつつじが色濃く，眼下に広がる。僅かに咲き残ったシロヤシオも確認できた。 

数年前から崩落し，荒れていた場所は，階段などが整備されて実に綺麗になっている。何と言ってもここは， 



目の前が突然，開ける感じの大展望でとても気持ちが良い。特に今日は，眺望が素晴らしく，富士山を中央 

にして山並みが広がり，遠く南アルプスまで見渡せる。まもなく上り返しの鎖場，手前で巻き気味の側道に 

さしかかると斜面に赤い垂れ幕が張られていた。どうやらここが G/W 中の転落事故現場の様である。右山側は， 

手摺り用の固定ロ－プ(鎖)が張られている岩壁で左谷側は，沢の源頭とも思えるガレ場の谷で，樹木などがま

ったくない。足元は，木の板が張られている狭い桟道で谷側の縁が少し傾いている事からそこに足を置いてバ

ランスを崩して転落したものらしい。ちょっと見では，とても事故など起きそうな感じがしない場所だがやは

り，ヤマでは，油断が許されない。 

熊笹の峰へは、笹原の中をブナの大木を縫う様に歩く気持ちの良い道である。しばし静かで新緑のヤマ歩き 

を楽しみ、神の川分岐にて休憩。ここから犬越路までは、大笄，小笄などを経るが，急傾斜な下りでちょっと 

スリリングな鎖場などが何ケ所かあり、全体としては、要注意のル－トだ。 

魔の時間帯と呼ばれる 14 時丁度に一昨年，TTC でのヒヤリハット事故現場に差し掛かり，事故内容の確認等 

安全確認を実施しました。前後に急な傾斜が続く途中に平坦な棚の様な短いカ－ブ道でやはり，転落しそうな 

感じのしない場所に見える。谷側の縁が少し削れている様で谷側に寄り過ぎてバランスを崩したのだろうか?

下山する中で魔の差す時間とも言われているので気が緩んだのかもしれない。安全を再確認し，緊張感を保ち 

つつ，一同犬越路へ向かう。 

下山路は，ミツバツツジなどの花も多く，白い花では，オオカメノキが見事に咲いていて，お目当ては残念

であったが、そこそこ楽しませてもらう。稜線上では，時折，眺望が開け，薫風とも言うべきか，爽やかな風

が実に心地良い。丹沢主稜線上のこのル－トは，難易度が多少，高いが登山の楽しみを十分，味あわせてくれ

るいいコ－スである。 

気分も上々，犬越路避難小屋に着く。時間に余裕ができたら，この場で「ファ－ストエイド」のワンポイン

トレッスンをしようと三角巾の準備をメンバ-にお願いしてあったが余裕が生まれず，割愛させていただいた。

ここで最後の休憩をすませ，下山。一気に高度を下げ，用木沢出合に出ると，後はのんびりと西丹沢自然教室

まで舗道を歩く。ここで散会としたがここでもバスの増車があり，松田駅までは，全員，座って乗車する事が

できました。 

 

<参加メンバ-各位> 

天候にも恵まれましたがレベル★★★の山行を快適に充実感を持って，無事終了する事ができました。 

ご協力をいただき，ありがとうございました。 

 

以上 

 

 


